
 

『図解 知っておきたい！！ 

放射能と原子力』 

 

橋本久義, 熊丸由布治 監修 / 綜合図書 刊 

 

 福島第一原子力発電所事故が起きて以

来、身近な脅威となった放射線。でも漠然

とただ怖い、という人も多かったはず。 

 この本では放射能を正しく理解するため

に放射線や原子力発電の基本を分かりやす

く解説しています。 

・「水を煮沸すれば放射性物質はなくなるの

か？」・「ビールを飲めば放射線対策にな

る？」 

Q&Aではこんな疑問も一気に解決！（T） 

 『水圏の放射能汚染 

福島の水産業復興をめざして』 

 

 黒倉寿 編 / 恒星社厚生閣 刊 

 

2011年の原発事故は、福島の水産業に壊滅

的な打撃を与えました。 

 あれから４年の歳月を経た今、海洋と海

洋生物の現在と今後について、経年のデー

タを基礎に、シミュレーションで明らかに

した本書。 

10名の科学者による、科学的な立場から

復興のための情報を提供してくれる良書で

す。（N） 

 

 20年前の 1995年に初めて制定された「海の日」。 

現在、7月の第 3月曜日の祝日ですね。 

 海の日と呼ばれる前の 7月 20日は“海の記念日”と呼ばれ

ていました。明治時代に明治天皇が東北地方を巡航した際、

それまでは軍艦で巡航するのが一般的でしたが、このときは初

めて“明治丸”という汽船で巡航しました。これを記念して横浜

に帰港した 7 月 20 日が、海の記念日として制定されたので

す。     ☆この時の明治丸は東京海洋大学に保存されています。 

海洋研究開発機構 研究推進部 研究推進第 2課 横浜図書館 発行（2015/7） 

『ナージャ希望の村 

チェルノブイリ、いのちの大地』 

 

 本橋成一 文・写真 / 学習研究社 刊 

 

 ベラルーシの女の子ナージャは、チェルノ

ブイリ原発事故で被ばくしたドゥヂチ村に住

んでいました。 

村の人々は政府から引っ越すように命令さ

れ、ナージャの家族は避難先の町とドゥヂチ

村を往復しながら畑の世話をして、ジャガイ

モやリンゴを収穫する生活を始めました。 

原発事故によって変わった生活と、未だ美

しいままの村について、幼い子がどう感じた

かが描かれています。（Ｏ） 

 

※絶版 

（図書館には所蔵しています） 
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　　　　　　　　　　               お問い合わせ：海洋研究開発機構 研究推進部　研究推進第2課　横浜図書館　045-778-5476　library@jamstec.go.jp

第190回地球情報館公開セミナー　参考文献一覧
開催日時：平成27年7月18日　13：30～15：00

「福島第一原子力発電所事故と海」
講師： 　熊本　雄一郎　（地球環境観測研究開発センター

　　　　　　　　　　　　　　　　                   　全球海洋化学・物理研究グループ）

                                                  上記の資料は2015年8月第3土曜日の前日まで横浜研究所地球情報館2F図書館にて展示しております

掲載雑誌名・巻号・ページ
Newton　2014年4月号　p.18-103

別冊化学 2012

海洋と生物　第36巻3号　p263-306, 2014

掲載雑誌名・巻号・ページ
子供の科学　2011年7月号, p12-21


